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　町民の皆様から、町づくりに対する建設的な意見・要望を広く聴き、町政に反映する、
平成２１年度町政座談会が７月１１日、カルチャープラザ仁多で開催されました。
　座談会には、各地区の自治会長、議員、町執行部など約170人が参加しました。
　このコーナーでは、主な内容を抜粋、要約してお知らせします。

住みよい町づくりを目指して

平成平成2121年度年度 町政座談会町政座談会

布
勢
地
区

問
１
　
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

　
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
執
行

を
行
な
う
た
め
新
庁
舎
を
建
設
す

べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
ま

す
。
是
非
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
要
望
し
ま
す
。

答
１
　
現
在
の
分
庁
舎
方
式
は
、

効
率
的
な
執
務
に
支
障
が
あ
る
こ

と
が
多
く
、
ま
た
、
仁
多
庁
舎
は

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
庁
舎
の

建
築
に
つ
い
て
は
、
急
ぐ
課
題
の

一
つ
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

　
合
併
特
例
債
が
活
用
で
き
る
期

間
は
、
本
年
を
含
め
て
六
年
あ
り
、

そ
の
期
間
内
に
建
築
で
き
る
よ
う

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　

　
な
お
、
建
設
に
当
っ
て
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
充
分
に
聞
き

な
が
ら
進
め
ま
す
。
（
総
務
課
）

問
２
　
尾
原
ダ
ム
建
設
に
伴
う
、

地
区
住
民
の
生
活
環
境
の
整
備

①
県
道
玉
湯
吾
妻
山
線
沿
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
広
場
の
位
置
を
早
急
に

決
定
し
、
交
流
施
設
の
建
設
を
お

願
い
し
ま
す
。

②
オ
ロ
チ
神
話
を
伝
承
す
る
た
め

設
立
さ
れ
た
、
「
奥
出
雲
神
代
神

楽
社
中
」
へ
の
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
佐
白
地
内
に
あ
る
「
長

者
屋
敷
跡
」
や
「
鏡
の
池
」
な
ど

古
事
記
や
日
本
書
記
に
記
述
さ
れ

て
い
る
伝
説
地
の
整
備
や
看
板
等

の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
旧
八
坂
神
社
付
近
の
整
備
、
ダ

ム
湖
の
展
望
施
設
、
残
土
処
理
場

の
利
用
方
策
な
ど
に
つ
い
て
、
地

元
と
十
分
協
議
の
上
、
整
備
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

答
２
　
①
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場

の
位
置
に
つ
い
て
は
、
主
要
地
方

道
玉
湯
吾
妻
山
線
か
ら
尾
原
ダ
ム

に
入
る
佐
白
北
原
線
入
口
に
買
収

で
き
る
広
場
が
な
い
た
め
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
ダ
ム
に
向
か
っ
て
左

側
の
墓
の
下
の
平
地
を
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
広
場
に
お
願
い
す
る
し
か
適

地
が
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
元
で
も
、
適
当
な
場
所
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
振
興
課
）

②
今
後
も
町
か
ら
補
助
金
交
付
等

を
行
い
、
ふ
る
さ
と
の
神
話
や
歴

史
を
後
世
へ
伝
え
る
す
ば
ら
し
い

郷
土
芸
能
と
な
る
よ
う
支
援
い
た

し
ま
す
。
　
　
（
教
育
委
員
会
）

　
ま
た
、
長
者
屋
敷
跡
や
鏡
の
池

等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
周
辺
整

備
の
一
環
と
し
て
検
討
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
（
地
域
振
興
課
）

③
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元

活
性
化
協
議
会
と
協
議
を
進
め
て

お
り
、
旧
八
坂
神
社
付
近
及
び
展

望
施
設
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
県

に
お
い
て
着
手
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
残
土
処
理
場
の
活
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
土
交
通
省
に
要
望
し

て
い
ま
す
。
　
　
（
地
域
振
興
課
）

問
３
　
消
防
消
火
栓
及
び
ホ
ー

ス
等
の
点
検
整
備
に
つ
い
て

　
消
火
栓
内
の
排
水
不
良
箇
所
、

ホ
ー
ス
の
未
設
置
箇
所
や
水
漏
れ

す
る
ホ
ー
ス
が
あ
り
、
何
ら
か
の

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
更
に
、
消
火
施
設
へ
の
除
雪
に

つ
い
て
、
万
全
な
対
応
を
お
願
い

し
ま
す
。

答
３
　
消
火
栓
を
は
じ
め
水
道

施
設
に
つ
い
て
、今
年
度
、地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
化
を
図
る
予
定
で
す
。

　
な
お
排
水
不
良
の
箇
所
が
あ
れ

ば
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
道
課
）

　
消
火
栓
の
ホ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
地
元
対
応
と
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
づ
く
り
助
成
事
業

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
な
ど

が
活
用
で
き
ま
す
の
で
ご
理
解
下

さ
い
。

　
ま
た
、
除
雪
に
つ
い
て
は
、
地

元
消
防
団
、
自
治
会
な
ど
で
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
　
　
　
　
（
総
務
課
）

三
成
地
区

問
１
　
人
材
育
成
に
つ
い
て

⑴
職
員
の
育
成

①
若
手
職
員
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
設
置

②
提
案
制
度
を
確
立
し
て
職
場
の

活
性
化
を
図
る
。（
職
員
か
ら
だ
け

で
な
く
地
域
住
民
か
ら
の
提
案
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
）

③
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
勤
務
時
間
管

理
等
に
つ
と
め
、職
員
の
仕
事
に
対

す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
。

⑵
　
住
民
の
人
材
育
成

①
年
間
を
通
し
た
各
種
講
演
会
等

を
開
催
し
、
住
民
の
文
化
的
、
社

会
的
レ
ベ
ル
の
向
上
に
努
め
る
。

②
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
強

化
に
努
め
る
。

答
１
　
⑴
①
若
手
に
限
ら
ず
、
様
々

な
角
度
か
ら
検
討
あ
る
い
は
検
証

で
き
る
体
制
作
り
に
努
め
、
活
用

を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

②
職
員
に
は
積
極
的
な
姿
勢
で
職

務
に
精
励
す
る
よ
う
指
導
し
、気

軽
に
提
言
で
き
る
組
織
を
と
考
え

ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
の
皆
様
と
は
、
ひ

ざ
を
交
え
て
話
し
合
う
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
へ
も
出
か
け
て
参
り

ま
す
の
で
、
制
度
化
は
特
に
必
要

な
い
と
考
え
ま
す
。
（
総
務
課
）

③
職
員
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、

係
、
あ
る
い
は
時
期
に
よ
り
偏
り

が
あ
り
、
課
内
で
調
整
、
協
力
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
々
の
仕
事
に
対
す
る

計
画
、
結
果
を
記
録
す
る
「
業
務

遂
行
計
画
書
」
の
記
入
、
年
間
の

目
標
設
定
と
勤
務
評
価
を
試
行
し
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
業
務

遂
行
能
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

⑵
①
講
演
会
等
に
つ
い
て
は
、
関

係
団
体
で
逐
次
開
催
し
、
周
知
も

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に

参
加
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　(

教
育
委
員
会)

②
現
在
、
奥
出
雲
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

事
業
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
受

け
付
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加

入
者
の
状
況
は
、
七
団
体
二
百
二

十
名
の
登
録
が
あ
り
、
今
後
、
そ

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
基
礎
的
な

研
修
機
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
始
め
ま
す
。
（
健
康
福
祉
課
）

問
２
　
住
み
よ
い

　
　

街
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

⑴
①
三
成
市
街
地
に
お
け
る
歩
道

空
間
の
環
境
整
備
と
有
効
活
用
に

つ
い
て

②
街
路
灯
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
う

電
線
の
地
中
化

⑵
仁
多
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

⑶
消
防
団
の
将
来
の
方
向
性
に
つ

い
て

　
有
事
の
際
に
、
後
方
で
の
負
傷

者
の
救
助
、
交
通
整
理
等
の
組
織
、

人
材
を
育
成
す
る
。

　
ま
た
将
来
の
消
防
団
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
町
と
し
て
の
方
向
性
を

示
し
て
ほ
し
い
。

答
２
　
⑴
①
具
体
的
な
整
備
の

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
街

地
に
お
住
ま
い
の
皆
様
の
協
力
が

な
く
し
て
実
現
は
難
し
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
ご
意
見

を
反
映
す
る
方
法
と
し
て
住
民
の

皆
様
に
よ
る
組
織
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
設
課
）

②
電
線
地
中
化
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
実
施
の
街
路
灯
整
備
事
業
に

合
せ
て
の
実
施
は
困
難
で
す
が
、

今
後
、
総
合
的
な
街
づ
く
り
の
中

で
の
検
討
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
振
興
課
）

⑵
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
布
勢
、

亀
嵩
、
横
田
地
区
と
同
様
の
回
答

と
な
り
ま
す
。
　
　
　
（
総
務
課
）

⑶
横
田
地
域
で
は
、概
ね
各
部
に

団
員
と
は
別
に
交
通
整
理
員
を
お

願
い
し
、無
報
酬
で
す
が
、出
動
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
仁
多
地
域
で
も
、
皆
様
の
ご
了

解
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
今

後
、
消
防
団
と
検
討
し
て
み
た
い

と
考
え
ま
す
。
な
お
、後
方
支
援
は
、

女
性
部
が
活
躍
す
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
の
方
向
性
に
つ
い

て
は
、
本
年
一
月
に
組
織
の
見
直

し
を
行
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、部

の
統
廃
合
を
含
め
た
再
編
と
、
活

動
内
容
を
特
定
し
て
消
防
活
動
に

出
動
す
る
「
機
能
別
消
防
団
」
と

い
う
制
度
も
活
用
し
た
消
防
組
織

の
大
幅
な
改
革
も
視
野
に
入
れ
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

問
３
　
農
業
問
題
に
つ
い
て

①
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

（
新
対
策
）に
つ
い
て
、引
き
続
き

こ
の
制
度
を
継
続
し
て
頂
き
た
い
。

　
出
来
れ
ば
予
算
の
増
額
と
、
集

落
協
定
の
必
須
選
択
要
件
の
緩
和

を
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

②
農
地
・
水
・
環
境
保
全
事
業
の

継
続
に
つ
い
て
、
事
業
の
継
続
と
、

国
庫
負
担
割
合
を
高
く
す
る
よ
う

に
要
望
し
ま
す
。

答
３
　
①
こ
の
制
度
の
継
続
に

つ
い
て
は
、
全
国
町
村
会
を
通
じ

昨
年
か
ら
要
望
し
、
県
に
お
い
て

も
関
係
省
庁
へ
知
事
重
点
要
望
を

提
出
。
継
続
要
望
は
全
国
的
な
流

れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
制
度
の
恒
久
化
、
協
定

期
間
の
柔
軟
化
や
面
積
要
件
の
緩

和
、
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
適
切
な
交
付
税
措
置
な
ど
の
制

度
改
善
や
拡
充
に
つ
い
て
も
要
望

し
て
い
ま
す
　
　
（
農
業
振
興
課
）

②
同
事
業
は
三
年
目
を
迎
え
、
農

地
や
農
道
、
水
路
な
ど
の
維
持
管

理
、
地
域
の
自
然
環
境
や
景
観
保

全
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
協
働
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の
使

用
を
五
割
以
上
減
ら
し
た
環
境
保

全
型
営
農
活
動
も
町
内
に
お
い
て

広
が
り
つ
つ
あ
り
、
制
度
の
継
続

に
つ
い
て
要
望
し
て
参
り
た
い
と

考
え
ま
す
。
　
　
（
農
業
振
興
課
）

亀
嵩
地
区

問
１
　
行
政
と
民
間
企
業
と
の

懇
談
会
の
開
催
、定
住
対
策
、町

内
の
企
業
に
多
く
の
雇
用
創
出

答
１
　
町
内
就
職
の
促
進
に
つ

い
て
は
、
毎
年
横
田
高
校
生
を
対

象
に
し
た
町
内
企
業
視
察
研
修
会
、

ま
た
昨
年
十
一
月
に
は
、
初
め
て

の
取
り
組
み
と
し
て
、
保
護
者
対

象
の
研
修
会
、
さ
ら
に
、
第
三
セ

ク
タ
ー
と
横
田
高
校
と
の
意
見
交

換
会
、
商
工
会
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
秋
に
は
町
内
企
業
と
の
連
絡
協

議
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
振
興
課
）

問
２
「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

　
本
町
は
全
国
で
も
ま
れ
な
全
世

帯
を
網
羅
し
た
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
線
を
保
有
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
要
望
し
ま
す
。

答
２
　
テ
レ
ビ
電
話
事
業
に
お

け
る
福
祉
的
な
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
町
内
の
既

存
施
設
を
活
用
す
べ
く
、
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

拡
充
や
企
業
立
地
の
相
談
等
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
奥
出
雲
町
内
の

既
存
の
建
物
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
有
効
活
用
等
の
メ
リ
ッ

ト
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
情
報
政
策
課
）

問
２
　
町
の
動
脈
で
あ
る
道

路
整
備
に
つ
い
て

　
亀
嵩
地
内
の
国
道
四
三
二
号
に

つ
い
て
、
亀
嵩
町
か
ら
安
来
市
広


